
　

ま
さ
か
ノ
ン
ア
ル
コ
ー
ル
の
一
種
じ
ゃ
な
い
と
は
思
い
ま
し
た
が
、「
上
善
如
水
」
と
言

う
酒
の
名
に
出
会
っ
た
と
き
、
か
っ
こ
い
い
ネ
ー
ミ
ン
グ
だ
と
感
銘
し
た
こ
と
が
有
り

ま
し
た
。
さ
ぞ
や
美
味
し
い
酒
だ
ろ
う
と
呑
ん
で
は
み
ま
し
た
が
、
格
別
他
の
美
酒
と

差
が
有
る
と
も
思
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
後
に
な
っ
て
、
誇
張
を
こ
よ
な
く
愛
す
る
国
の
、

古
人
の
言
葉
の
一
節
だ
と
知
り
ま
し
た
。
だ
い
た
い
白
髪
が
三
千
丈
も
伸
び
る
訳
が
無

い
し
、
某
主
席
が
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
よ
り
早
く
長
江
を
泳
ぎ
切
れ
る
訳
も
無
い
。
ま

た
、
そ
の
国
の
誕
生
は
私
の
生
ま
れ
と
一
緒
だ
か
ら
、
た
か
だ
か
七
〇
年
で
す
。
そ
れ
を

四
千
年
の
歴
史
だ
と
か
、
五
千
年
だ
と
か
、
時
が
経
つ
毎
に
長
く
し
て
自
慢
し
切
り
ま
す
。

　

余
談
は
さ
て
お
き
、「
上
善
如
水
」。「
ど
ん
な
形
の
器
に
も
馴
染
み
、
争
わ
ず
、
ひ
た

す
ら
高
み
か
ら
低
地
へ
淡
々
と
流
れ
る
水
の
よ
う
に
、
素
直
に
生
き
る
の
が
一
番
だ
よ
」っ

て
な
意
味
ら
し
い
。
こ
れ
に
関
し
て
は
派
手
な
誇
張
も
無
く
、
実
に
味
わ
い
の
あ
る
言

葉
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

空
の
水
粒
が
雨
と
な
り
、
ま
ず
は
高
地
に
降
り
注
ぐ
。
山
を
削
り
谷
川
と
な
り
、
時

に
澱
み
、
時
に
岩
に
ぶ
ち
当
た
り
滝
と
な
っ
て
落
下
も
す
る
。
野
を
超
え
山
を
越
え
、

平
地
を
漂
っ
て
大
海
へ
と
行
き
つ
く
。
途
中
樹
々
を
育
て
、
花
々
を
咲
か
せ
、
鳥
獣
達

を
育
み
、
田
畑
を
潤
し
我
々
に
も
多
大
な
恵
み
を
与
え
て
く
れ
る
。

　

し
か
し
、
天
の
神
様
が
ち
ょ
っ
と
ご
機
嫌
を
損
ね
た
場
合
は
ど
う
で
し
ょ
う
。
清
流
は

狂
っ
た
濁
流
と
化
し
、
樹
々
を
な
ぎ
倒
し
土
砂
を
崩
し
な
が
ら
人
家
を
も
破
壊
す
る
。

時
に
海
か
ら
も
逆
流
し
津
波
と
な
っ
て
襲
い
掛
か
っ
て
来
る
こ
と
も
有
る
。「
水
、
甘

く
見
る
べ
か
ら
ず
」

　
「
わ
し
ゃ
こ
こ
に
七
〇
年
も
住
ん
で
い
る
が
、
こ
ん
な
被
害
は
初
め
て
だ
」
と
、
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
に
答
え
て
い
る
動
画
が
目
立
ち
ま
す
。
言
わ
れ
て
久
し
い
地
球
温
暖
化
の
兆

候
が
、
日
に
日
に
実
感
さ
れ
て
居
ま
す
。
北
極
海
の
氷
が
急
激
に
溶
け
出
し
、
こ
の
ま

ま
で
は
水
没
す
る
国
が
出
て
く
る
と
も
聞
き
ま
す
。
ま
た
、
永
久
の
筈
の
凍
土
が
徐
々

に
溶
け
出
し
、
今
ま
で
人
類
が
お
目
に
か
か
っ
た
事
の
無
い
ウ
ィ
ル
ス
に
悩
ま
さ
れ
る

だ
ろ
う
と
ニ
ュ
ー
ス
は
警
告
し
ま
す
。
快
適
・
便
利
・
安
価
の
み
を
追
い
求
め
、
木
を

燃
や
し
、
油
を
燃
や
し
、
制
御
不
確
か
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
ま
で
開
発
し
、
我
々
は
知
っ
て

か
知
ら
ず
、
黙
々
と
そ
の
恩
恵
を
享
受
し
て
来
ま
し
た
。
毛
皮
・
牙
を
得
る
為
、
人
間

様
の
食
料
と
す
る
為
。
遠
慮
と
言
う
言
葉
を
ほ
か
し
投
げ
、
あ
ら
ゆ
る
生
物
の
絶
滅
に

少
な
か
ら
ぬ
手
を
貸
し
て
い
る
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

最
近
さ
ら
に
気
が
か
り
な
事
に
、
腕
力
で
も
っ
て
他
人
の
土
地
の
横
取
り
を
企
て
る

輩
、
決
し
て
得
に
は
な
ら
ぬ
筈
の
ミ
サ
イ
ル
を
連
射
し
て
、
顔
赤
ら
め
な
が
ら
自
画
自

賛
に
走
る
ロ
ケ
ッ
ト
マ
ニ
ア
。
先
の
大
戦
で
皆
ほ
と
ほ
と
懲
り
て
い
る
筈
な
の
に
、
平

和
へ
の
学
習
成
果
が
こ
れ
っ
ぽ
っ
ち
も
彼
ら
に
は
見
当
た
り
ま
せ
ん
。
果
た
し
て
人
類

は
進
歩
し
て
い
る
と
言
え
る
の
か
ど
う
か
疑
問
で
す
。
ま
る
で
自
分
の
足
を
、
鎌
で
刈

る
よ
う
な
事
ば
か
り
や
っ
て
い
る
。
漱
石
が
一
〇
〇
年
も
前
に
登
場
人
物
に
言
わ
せ
し

め
た
「
亡
び
る
ね
」
の
科
白
が
、
こ
こ
に
来
て
や
け
に
重
み
を
持
っ
て
甦
り
ま
す
。
と

か
な
ん
と
か
、
知
っ
た
か
ぶ
っ
た
御
託
を
述
べ
て
み
ま
し
た
が
、
要
は
最
近
、
鰻
や
秋

刀
魚
、
特
に
松
茸
な
ん
ぞ
が
容
易
に
私
の
口
に
入
ら
な
く
な
っ
た
事
と
、
某
国
か
ら
贈

答
さ
れ
た
憎
き
ウ
ィ
ル
ス
が
未
だ
に
蔓
延
し
て
い
る
所
為
で
、
ほ
ぼ
三
年
の
長
き
に
渡

り
、
女
房
か
ら
の
「
飲
み
屋
出
入
禁
止
」
の
御
達
し
が
、
一
向
に
解
除
さ
れ
な
い
事
に
、

や
り
場
の
無
い
苛
立
ち
を
痛
感
し
て
い
る
っ
て
言
う
お
話
で
す
。

わ
が
支
部

八
つ
当
た
り

浜
松
電
気
工
事
協
同
組
合
理
事
　
菅
　
沼
　
憲
　
治

《 

浜
松
支
部 

》
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　当社は、令和４年11月１日をもって創業百周年
を迎える事ができました。これもひとえにお客様
や関係各位の皆様からのご指導、ご鞭撻の賜物と
心から感謝申し上げます。
　日本人の中で「百」という数字は、ある種決定
的な一区切を示す数とも言えると思います。たと
えば「ここで会ったが百年目」という言葉があり
ます。「百発百中」とか「百も承知」とか百を使
う言葉はとても多いです。「百人一首」は百の名
歌をまとめたものですし、「お百度参り」なんて
ものもあります。神仏に強く祈願する際に百回お
参りをすることです。
　この場合、「百」という数字には儀式的な意味
合いがあると思います。三十回でも五十回でもな
く、百回お参りすることで心願がかなう、つまり
願いを叶えるに足るだけの十分な数が「百」だっ
たと思います。あと「百物語り」もありますよ
ね。百回恐い話をすると、霊が現れるというもの
で、学生の頃やった経験が有るという方もいると

思います。これも三十回五十回でもなく、百回な
んですよね。このように「百」という数は、特別
な数なんだと思います。
　それから、本の題名は忘れてしまいましたが、
その本の中で、こういった事が書かれていまし
た。それを今思い出しています。中国のゴビ砂漠
のアリとアフリカのサハラ砂漠のアリが出会う確
率は、ほぼゼロである。でも会えたとしたら、そ
れは奇跡である。その奇跡が人と人との出会いで
ある。こんな文章だったと思います。
　当社の百周年に立会っている私を含め社員全
員、これは素敵な偶然であり奇跡だと思います。
創業期から当社を支えてきた初代から二代、三代
にわたる代表が乗り越えてきた苦労、そして汗を
流し会社を支え続けて下さった先輩社員の努力が
礎になっていることを思うと厳粛な気持ちになり
ます。
　そしてそういった先人の方々の粉骨砕身の努力
によって、我々が恵まれた環境で日々の業務に安
心して従事できることに幸せを覚えます。また、
それと同時に創業百年の伝統を保持し、更なる発
展を遂げるためにも社員一同、益々の研鑽に励み、
次の時代を見据えて邁進していきたいと思います。

新社屋

　大正12年の創業以来、電気設備の設計・施工を
専業として電気設備業界の充実と進化に微力なが
ら寄与してまいりました。これまで先人達が歩い
てきた道程を振り返り、私達が創り出すこの先を
見つめ、電気設備工事における重要性と必要性を
深く認識し、地域に必要とされ、社会に貢献でき
る企業を目指し、社員一同これからも努力してま
いります。今後共宜しくお願い申し上げます。

理事随想

株式会社前島電気工業社
　　　「創業百周年を迎えて」
� 専務理事　前 嶋 　 純

（浜松支部）

前嶋専務理事
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令和４年度　一般財団法人
日本消防設備安全センター　理事長表彰

（令和４年11月４日明治記念館）

○坂田　茂　　㈱坂田電気工業所� （浜松支部）

三役会報告（2022年度）
【 第 ３ 回 】
１ 　日　時：令和 ４年 ９月 ５日（月）　１５：30
２ 　場　所：静岡電気会館
3　出席者： ５名
４　議　題：
⑴　組合財政簡易診断研修会
⑵　一般用電気工作物調査業務

【 第 ４ 回 】
１ 　日　時：令和 ４年１0月２５日（火）　１0：00
２ 　場　所：静岡電気会館
3　出席者： ５名
４　議　題：
⑴　職員冬季賞与等について
⑵　電気工事技能競技全国大会
⑶　組合員のメールアドレス
⑷　電気工事士免状交付事務の受託

委員会報告（2022年度）
技術・広報委員会

【 第 ２ 回 】
１ 　日　時：令和 ４年 ９月 ５日（月）　１４：00
２ 　場　所：静岡電気会館
3　出席者：委員 ９名／ ９名中
４　議　題：
⑴　第 ４回電気工事技能競技全国大会
⑵　ホームページの改修

９月２２日（木）� ボルテージ ９月号発行
１0月 １ 日（土）� 第3１回各県青年部交流会（掛川）
１0月 ６ 日（木）� �引込線および内線工事技能オリン

ピック静岡県大会
１0月 ６ 日（木）� 定期講習（静岡商工会議所）
１0月１９日（木）� 中部連理事会（大垣市）
� 中部経営セミナー（大垣市）
１0月２５日（火）� 中間監査
１0月２６日（水）� 定期講習（サーラシティ浜松）
１0月２8日（金）� �組合財政簡易診断研修会（グラン

シップ）
１１月 ７ 日（月）� 下期委託作業安全推進会議
１１月１７日（木）� 定期講習（サーラシティ浜松）

県工組予定（2022年度）
１１月２５日（金）� ボルテージ１１月号発行
１２月 １ 日（木）� �第 ４ 回電気工事技能競技全国大会

（横浜アリーナ）
１２月２９日（木）� 事務局仕事納め
１月 ６日（金）� 事務局仕事始め
１月１0日（火）� ボルテージ １月号発行
� 新年あいさつ回り
（P）２月上旬� 三役会
２月１６日（木）� 全日電工連　合同会議（松山市）
（P）3月中下旬� 総務、事業、技術広報委員会
（P）3月２４日（金）� ボルテージ 3月号発行

組合員の異動（2022年度）
● 変 更

【 代表者 】
㈲小泉電気商会� 【南榛原】
小泉　匡敏� �
島田市大柳南406番地／0547（38）0223

受賞者紹介 県工組日記（2022年度）

2022.１１	 Voltage	 vol.26８（2）



㈱ＫＡＫＥＮ� 【浜松】
代表取締役　杉山　雄一
浜松市東区中郡町985-1／053（589）3157

【 組織 】
㈱大場電気工業所←大場電気工業所� 【浜松】
浜松市南区若林町1339-1／053（447）0547

【 主任電気工事士 】
㈲小泉電気商会� 【南榛原】
　小島　匡敏　←　小島　茂雄

● 脱 退
【清水】�五條電気／五條　敏男
【藤枝】�谷澤電気／谷澤　彰彦

講習会の予定（2023年度）

第一種電気工事士定期講習
　2023年度に開催を予定している第一種電気工事
士定期講習は、次のとおりです。

・４月５日（水）　静岡労政会館（静岡市）

・６月21日（水）　サーラシティ浜松（浜松市）

上記のほか、10月に浜松市、11月に静岡市（２回）
と浜松市、３月に静岡市で開催する予定です。

　㈱静岡県電気工事協力会が共同受注契約を締結した
電気引込工事センターと下請負契約又は共同受注契約
を締結した工事店の電気工事技術及び技能の向上を図
るとともに、電気設備における公共保安の確保とお客
様サービスの向上に資することを目的として、標記の
大会が、令和 ４年１0月 ６ 日（木）、静岡市駿河区湯山の
中部電力パワーグリッド㈱静岡配電訓練センターにお
いて開催されました。
　雨で １日順延となり、当日も小雨模様でしたが、 3
年ぶりの開催とあって関係者や選手の皆さんも気合が
入っていたようです。当工組からは、天野裕介副理事
長が来賓として出席し、祝辞を述べられました。

　主な成績は、次のとおり。

○静岡県電気工事協力会社長賞
� � １ 位　浜松センター

○中部電力賞� � １ 位　浜松センター

○優勝センター賞� � １ 位　浜松センター

○保安協会賞� � １ 位　浜松センター

○技術者協会賞� � １ 位　浜松センター

○学科賞� � １ 位　掛川センター
� � ㈲松浦電気設備　松浦　託也

第36回�引込および内線工事
技能オリンピック静岡県大会
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組合員の皆様をサポートする保険ラインナップ
県工組締切：2023年１月20日（金）

ただいま、
2023年度
募集中

　１0月２8日（金）、静岡県コンベンションアーツセンター
「グランシップ」において、標記研修会を開催しました。
　この研修会は、持続発展的な組織体制を構築すると
ともに、組合員のニーズを反映させた工組事業の向上
と発展などを目的に、全日電工連が各地の工組におい
て開催しており、当工組は ５番目の開催となります。
　研修会では、堀口繁財政基盤強化推進チーム座長
（兵庫県工組副理事長）の趣旨説明の後、同チームの
佐藤孝一委員（協同組合前橋電気センター理事）か
ら、事前アンケート結果から見えてくる当工組のポイ
ントなどについて、説明がありました。その後、二つ
のグループに分かれて活発な意見交換が行われ、役員
が今後の組合運営に関し共通の認識を持つ良い機会と
なり、有意義な研修会でした。

組合財政簡易診断研修会を開催

1認定損害保険制度
　組合員の業務上の人・物に係るリスクを補償します。

⑴　第三者損害賠償制度
　第三者（他人）の身体や財物への賠償責任を補償

【改定項目】
・対物賠償保険金額の引き上げ
・ワイドプランの補償拡大
・プレミアムプランの新設

⑵　組立保険制度
　会社の工事資材や工事物件に対する損害を補償

【改定項目】
・補償内容の充実

⑶　業務災害補償制度
　従業員や役員、個人事業主などの労災に対する補償

【改定項目】
・新オプション「疾病入院費用補償」

2取引信用保険制度
　取引先を問わずに無審査で貸倒リスクをカバー
◎制度の特徴
・無審査による引き受け
・シンプルな加入プラン
・簡素な申込手続き

3生活総合保険制度
　組合員の役員・従業員の生活に係わる ４つのリス
クを補償
〇個人賠償責任補償
　日常生活における賠償事故を補償
〇所得補償
　病気やけがによる就業不能に備える
〇介護補償
　今後一層需要の高まりが予想される
〇がん補償
　日本人の死亡原因第 １位の「がん」に備える

4グループ共済制度
　業務上、業務外を問わず、病気等による死亡、高
度障害、けがによる入院・障害を補償

【改定項目】
・年齢区分の見直し
・新規加入年齢の引き上げ

左：堀口座長、右：佐藤委員
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第３１回　各県青年部交流会
� 青年部会　会長 　鳥 羽 哲 次

１ 　開　催　日　　令和 ４年１0月 １ 日（土）　１3時30分～
　　　　　　　　　令和 ４年１0月 ２ 日（日）　 ９時00分～

２ 　開 催 場 所　　パレスホテル掛川
　　　　　　　　　静岡県掛川市亀の甲 ２－ 8－ ５

�
３ 　開 催 担 当　　静岡県電気工事工業組合青年部会

４ 　開催テーマ　　『芽生えたチカラと躍進！見せる仕事と今後の課題』

５ 　開 催 趣 旨
　中部電気工事業組合連合会青年部唯一の事業として、同世代の青年部会員が一同に
集結し、業界の変革や今後の企業経営を見据えた研修、交流の場を築く。
　今回は多様性の時代と言われる中、まだまだ男性社会と言われる電気工事業におい
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て、男性、女性が共に働きやすい職場にしていくことが業界に変化をもたらし、誰も
が働きやすい職場や業界のつながり、また、従事者確保の原動力となる好循環を生み
出すことへの期待の場とします。

６ 　開 催 内 容
⑴　開 会 式
⑵　講 演 会
　・講　　師　　：　北川　麻弓 様
　・講演テーマ　：　「業界のアップデート！
　　　　　　　　　　　　　私達が担うべき�モノ・コト・ココロ」
　　サブテーマ　：　「普通の○○から、スーパー○○へ！
　　　　　　　　　　　　　現場も事務もジェンダーレス！」
⑶　交 流 会
　・内　　容　　：　各県青年部ＰＲ
　　　　　　　　：　次年度開催県青年部引き継ぎ等
⑷　視察研修　　：　中部電力駿遠変電所（掛川市）

　 ４年ぶりの開催となり、中部ブロッ
ク各県からたくさんの青年部会員さ
んにお集まりいただき、無事開催で
きてよかったです。
　静岡県が開催地ということで、静
岡県青年部会役員や会員の皆様の協
力のおかげで楽しく開催出来ました。
　今回、女性部会員さんにもお集り
ただき、意見交換会を行いました。
今後は女性部会と青年部会がタッグ
を組み、新しい活動を目指していき
ます。
　今回、ご協力頂いた静岡県青年部
会・女性部会の皆様には感謝してお
ります。今後ともご理解とご協力を
お願い致します。
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令和4年10月1日
静岡県電設資材卸業協同組合 賛助推進会員名簿
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